
法
科
大

学
院
の
組
織
見
直
し
に
つ
い
て

法
曹

養
成

制
度

関
係

閣
僚

会
議

決
定

（
平

成
2
5
年

７
月

）
（

関
係

部
分

抜
粋

）
（

関
連
資

料
１

頁
）

第
4

法
曹
養
成
の
制
度
の
在
り
方

２
法
科
大
学
院
に
つ
い
て

（
１
）

ア
（
略
）

※
公

的
支

援
見

直
し

強
化

策
な
ど
入
学
定
員
の
削
減
方
策
に
つ
い
て
記
載

イ
（
略

）
※

裁
判
官
及
び
検

察
官

等
の

教
員

派
遣

の
見

直
し

方
策

に
つ
い
て
記
載

ウ
上
記
ア
、
イ
の
施
策
を
講
じ
て
も
一

定
期

間
内

に
組

織
見

直
し

が
進

ま
な

い
と

き
は
、
課

題
が

深
刻

で
改

善
の

見
込

み
が

な
い

法
科

大
学

院
に
つ
い
て
、
法

曹
養

成
の

た
め
の

専
門

職
大

学
院

と
し
て
の

性
格

に
鑑

み
、
組

織
見

直
し

を
促

進
す

る
た

め
必

要
な

法
的

措
置

を
設

け
る
こ
と
と
し
、
そ
の

具
体

的
な
在

り
方

に
つ
い
て
は

、
大

学
教

育
の

特
性

に
配

慮
し
つ
つ
、
閣

僚
会

議
に
お
い
て
２
年

以
内

に
検

討
し
、
結

論
を
得

る
。

１
．
経
緯

法
曹

養
成

制
度

検
討

会
議

と
り

ま
と

め
（

平
成

2
5
年

６
月

）
（

関
係

部
分

抜
粋

）

○
（
前
略
）
修

了
者

の
う

ち
相

当
程

度
（

例
え

ば
約

７
～

８
割

）
が

司
法

試
験

に
合

格
で
き
る
よ
う
，
充

実
し

た
教

育
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

【
文

科
省

】
公
的
支
援
見
直
し
強
化
策

（
→

関
連

資
料
21

頁
）

認
証

評
価

（
適

格
認

定
）
の

厳
格

化
（
→
関
連
資
料
35

頁
）

そ
の

他
教

育
の

質
の

向
上

等
に
関
す
る
各
種
方
策

【
法

務
省

，
最

高
裁

】

教
員
派
遣
の
見
直
し
方
策

（
→

関
連
資
料
27

頁
）

組
織

見
直

し
の

進
捗

状
況

や
関

連
施

策
の

動
向

を
踏

ま
え
，
法

的
措

置
を
含

む
組

織
見

直
し
の

全
体

像
を
検

討

２
．
関

連
施
策

（
進
捗
中
の
も
の
も
含
む
。
）
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３
．
組
織
見
直
し
の
状
況

【
平

成
2
6
年

1
1
月

ま
で
の
状

況
】

（
→

関
連
資
料
1
1
～
1
9
頁
）

○
公
的
支
援
見
直
し
強
化
策
の
公
表
後
（
平
成
2
5
年
1
1
月
）
，
1
4
校
が
既
に
募
集
停
止
を
表
明

全
体

と
し
て
ピ
ー
ク
時

の
7
4
校
か
ら
5
2
校
に
減
少
見
込
み

○
入
学
定
員
は
，
ピ
ー
ク
時
か
ら
約
4
5
％
減
少

（
平
成
15

年
度

58
25

人
→

平
成
27

年
度
（
予
定
）
31
75

人
）

○
合
格
率
に
課
題
の
あ
る
法
科
大
学
院
2
5
校
の
実
入
学
者
は
ピ
ー
ク
時
か
ら
約
1
0
分
の
1
に
減
少

（
平
成
18

年
度
12
53

人
→

平
成
26

年
度
12
7人

，
全

体
の

約
６
％

）
。

※
司
法
試
験
合
格
率
（
平
成
17

年
～
25

年
度
修
了
者
の
累
計
）
が
全
国
平
均
の
半
分
未
満
の
25

校

○
上

記
2
5
校

の
う
ち
1
8
校
は
学
生
募
集
停
止
を
表
明

○
学
生
募
集
停
止
を
公
表
し
た
2
2
校
を
含
め
，
公
的
支
援
見
直
し
強
化
策
の
第
３
類
型
又
は
第
２
類
型
Ｃ
に

該
当

す
る
4
7
校

に
お
け
る
実
入
学
者
数
は
，
4
3
0
人
，
全
体
の
約
1
9
％

（
一

方
，
第

１
類

型
又

は
第

２
類

型
Ａ
，
Ｂ
に
該

当
す
る
27

校
の
実
入
学
者
数
は
全
体
の
約
81

％
）
。

※
文

科
省

の
公

的
支

援
見

直
し
強

化
策

で
対

象
外

と
な
る
募

集
停

止
校

及
び
公

立
校

も
，
基

準
に
従

っ
て
分

類
し
た
上

で
集

計

○
各
修
了
年
度
毎
に
お
け
る
司
法
試
験
の
累
積
合
格
率
は
，
約
５
割
弱
で
推
移

○
直

近
修

了
者

の
初

年
度

合
格

率
は
，
3
3
.0
4
％

（
平

成
2
6
年

司
法

試
験

）

○
各

法
科

大
学

院
の
定

員
充
足
率
は
，
約
6
0
％
（
平
成
2
6
年
度
）

な
ど

一
方

で
，
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【
今

後
の
施

策
展

開
の
方

向
性

（
平

成
2
7
年

７
月

ま
で
に
整

理
す
べ
き
事

項
）
】

＜
目

標
＞

＜
方

策
＞

【
こ
れ
ま
で
の
評

価
】

○
公
的
支
援
見
直
し
強
化
策
の
公
表
後
，
組
織
見
直
し
が
相
当
程
度
進
ん
で
い
る
が
，
司
法
試
験
合
格
率

な
ど
の
点
で
は
依
然
と
し
て
課
題
。

４
．
組
織
見
直
し
全
体
の
方
向
性
（
案
）

○
同
時
に
，
法

科
大
学
院
の
教
育
改
善
を
図
り
魅
力
を
高
め
る
こ
と
や

経
済

的
・

時
間

的
コ

ス
ト

の
負

担
軽

減
策
等

を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
，
制

度
全

体
の

体
質

強
化

を
図
る
こ
と
も
必
要
。

○
公
的
支
援
見
直
し
強
化
策
等
は
今
後
と
も
継
続
し
，
認
証
評
価
の
厳
格
化
な
ど
の
取
組
は
着
実
に

実
施

す
べ

き
。

○
こ
れ

ら
に
も
か

か
わ

ら
ず
，
な
お
課
題
が
深
刻
で
改
善
の
見
込
み
が
な
い
法
科
大
学
院
が
存
在
す

る
場
合
，
制
度
の
信
頼
性
確
保
の
た
め
，
行
政
と
し
て
，
法
的
措
置
も
含
め
組
織
見
直
し
に
向
け
て

必
要

な
対

応
を
と
る
べ
き
で
あ
り
，
そ
の
た
め
の
枠

組
み

や
手

続
を

明
確

化
す
べ
き
。

○
修
了
者
の
う
ち
相
当
程
度
（
例
え
ば
約
７
～
８
割
）
が
司
法
試
験
に
合
格
で
き
る
状
態
を
実
現

す
べ
き
。

○
入

学
定

員
の

全
体
に
つ
い
て
は
，
法
曹
人
口
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
適
切
な
数
を
提
示
す
べ
き
。

○
司
法
試
験
合
格
率
や
入
学
定
員
充
足
率
が
低
い
状
態
が
続
く
な
ど
課
題
が
深
刻
で
あ
る
法
科
大

学
院

に
つ
い
て
，
組
織
見
直
し
を
促
進
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【
現

行
制

度
の
大

枠
】

①
法
科
大
学
院
は
，
法

曹
に

必
要

な
学

識
及

び
能

力
を

培
う

こ
と

を
目

的
と

す
る

専
門

職
大

学
院

参
照
：
法
科
大
学
院
の
教
育
と
司
法
試
験
等
と
の
連
携
等
に
関
す
る
法
律
（
連
携
法
）
等

②
こ
の
た
め
，
一

般
の

専
門

職
大

学
院

と
は

異
な

る
特

別
の

基
準

に
よ

る
設

置
認

可
（
→
関
連
資
料
29

頁
），

認
証

評
価

に
よ

る
適

格
認

定
（→

関
連

資
料
31

頁
）
の

規
定

が
存

在

・
文
部
科
学
大
臣
は
，
認
証
評
価
に
お
い
て
，
適
格
認
定
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
法

科
大
学
院
に
対
し
，
教
育
研
究
活
動
の
状
況
（
認
証
評
価
機
関
が
指
摘
し
た
各
項
目

の
評

価
結

果
）
に
つ
い
て
，
報

告
又

は
資
料

の
提
出

を
求
め
（
連

携
法
５
条

５
項

）
，
（
そ

の
内
容
に
応
じ
て
，
）
行
政
上
の
改
善
指
導
と
と
も
に
，
法
令
違
反
の
有
無
の
確
認
を

行
う

③
文

部
科

学
大

臣
は

，
法

科
大

学
院

に
法

令
違

反
が
認
め
ら

れ
る
場
合
，
改

善
勧

告
，

変
更

命
令

等
の

措
置

を
と
る
こ
と

が
可
能

（
学

校
教

育
法
15

条
１
項
な
い
し
３
項
）

・
法
務

大
臣

は
，
文

部
科

学
大
臣

に
対

し
て
，
設
置
基
準
や
認
証
評
価
に
係
る
基
準
の

改
廃
，
評
価
機
関
の
認
証
等
に
つ
い
て
必
要
な
意
見
を
述
べ
る
こ
と
や
，
特
に
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
，
法
科
大
学
院
に
つ
い
て
，
報
告
又
は
資
料
の
提
出
の
要
求
，

改
善
勧
告
や
変
更
命
令
等
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
連
携
法
６
条
２
項
及
び
３
項
）

【
指

摘
さ
れ
る
問

題
点

】

・
司

法
試

験
合

格
率

が
著

し
く
低
い

・
入
試
に
お
け
る
競
争
倍

率
の
低
迷

・
入

学
定

員
の

充
足

率
が

低
い

・
法

科
大

学
院

全
体

の
定

員
が
課
題

・
そ
の

他
教

育
状

況
（
教

員
，
成

績
評

価
，
未

修
者

へ
の

対
応

等
）
に
課

題

教
育

水
準

を
担

保

設
置

認
可

認
証

評
価

（
適

格
認

定
） 修
了

者

司
法

試
験

受
験
資
格

【
法

的
措

置
の

趣
旨

】

主
と
し
て
法

科
大

学
院

の
教

育
状

況
に
つ
い
て
課

題
が

あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
，
課

題
が

深
刻

で
改

善
の

見
込

み
の

な
い
法

科
大

学
院

に
つ
い
て
組

織
見

直
し
を
促

進
す
る
。

【
方

向
性

】

教
育

水
準

を
担

保
す
べ

き
設

置
認

可
，

認
証

評
価

（
適

格
認

定
）

，
こ

れ
ら

に
関

連
す

る
行

政
手

段
に

着
目

し
て

，
必

要
な

措
置

の
在

り
方

を
検

討
す
べ

き
。

５
．
法
的

措
置
の
着
眼
点
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改
善

の
見

込
み

が
な
い

○
直
ち
に
是
正
を
促
し
，
そ
れ
で
も
改
善
が
図
ら
れ
な
い
場
合
，

段
階
的
に
法
的
措
置

※
法

務
大

臣
は

，
文

部
科

学
大

臣
に
必

要
な
措

置
を
要

求
で
き
る

○
各
指
標
に
照
ら
し
，
各
校
を
３
つ
の
類
型
に
分
類
し
，
公
的
支
援
に
反
映

※
以

下
は
，
最

も
低

い
点

数
と
な
る
基

準

・
司

法
試

験
合

格
率

が
全

国
平

均
の

半
分

未
満

が
3
年

連
続

（
全

体
・
未

修
者

と
も
に
）

・
入

学
定

員
の

直
近

の
充

足
率

が
5
0
％

未
満

・
非

法
学

部
・
社

会
人

の
直

近
入

学
者

数
が

1
0
人

以
下

又
は

割
合

が
全

国
平

均
未

満
・
地

域
配

置
（
同

一
都

道
府

県
に
３
校

以
上

）
，
夜

間
開

講
（
実

施
せ

ず
）

６
．
組
織

見
直
し
促
進
に
向
け
た
流
れ
（
法
的
措
置
を
含
む
。
）
（
案
）

改
善

勧
告

変
更

命
令

公
的

支
援

見
直

し
強

化
策

法
令
違
反
の
場
合

適
格
認
定
の
厳
格
化

○
設
置
基
準
等
に
照
ら
し
教
育
状
況
を
調
査

※
法

務
大

臣
は

，
文

部
科

学
大

臣
に
必

要
な
措

置
を
要

求
で
き
る

○
上
記
公
的
支
援
に
使
用
し
た
客
観
的
指
標
を
認
証
評
価
に
も
活
用

○
以
下
の
項
目
を
重
点
的
に
評
価
し
，
総
合
的
に
適
格
・
不
適
格
を
判
定

「
入

学
者

の
質

の
保

証
」

「
入

学
定

員
の

適
正

な
管

理
」

「
教

育
活

動
の

実
施

状
況

及
び
そ
の

成
果

」

国
に
よ
る
調
査
・
指
導

不
適
格
の
判
定
の
場
合

法
的
措
置

客
観
的
指
標
を
活
用

相
当
の
組
織
見
直
し
実
績

指
標
の
未
達
成

厳
し
い

総
合

的
評

価

法
令

違
反

課 題 の 深 刻 さ

組
織
の
廃
止
命
令

司
法
試
験
受
験
資
格
喪
失

大
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